
 

端午の節句の由来 

三月三日の桃の節句が女の子の節句であるのに対して、五月五日の端午の節句は男の子の節句

とされています。端午とはもともと、月の端（はじめ）の午（うま）の日という意味で、5 月に

限ったものではなかったそうです。 

このように子供のお祝い事は、今でもぜひ行って欲しいです。 

両親、両家の祖母を含めた家族全員でお祝いして下さい。このように両親の

そのまた両親までの一族みんなが集まる機会など今は殆どありません。その時

の場面をぜひカメラに収めていて欲しいです。子供が大きくなった時に、どれ

だけの人に愛されていたかわかると思いますし、健全に成長されるでしょう。  

弊社でも端午の節句用のお弁当を準備しております。またその日の

記念にコンパクトカメラで写真をお撮りし、A4 サイズに引き伸ばして

無料でお渡しするサービスを行っております。両家の皆さんが一緒に

集まる機会は殆どないでしょうし、みなさんが写った写真は、後々そ

の子にとっての宝物になるだろう。という思いから始めました。機会

がございましたらぜひお声かけ下さい。 

さらに時代が武家社会に移るにつれ「菖蒲」と「尚武」をかけた尚武（武道・

武勇を重んじる）の節句へと移り変わっていきます。この流れを受け江戸時代に

は、徳川幕府の重要な式日が五月五日と定められ、大名や旗本が式服で江戸城に

参り、将軍にお祝いを報じるようになりました。この時代、武家に男の子が生ま

れると玄関前に馬印や家紋が入った幟（のぼり）を立ててお祝いをしたそうです。 

しかし、午（ご）と五（ご）の音が同じなので、毎月 5 日を指すようになり、

これがいつしか重日思想（月数と日付が一致する日を特別な日だと考える思想）

と相まって五月の五日だけを特別に指すようになったようです。 

邪気を避け魔物を祓うために、薬草とされていた「菖蒲」を、よもぎと共に軒

にさし、あるいは湯に入れて「菖蒲湯」として入浴したりしていたそうです。 

 

一方で町人は 沼や池でも生きられる生命力の強い魚、鯉から「どんな環境に

も耐え、立派に成長するように」とこいのぼりを飾るようになったようです。   

このようにして時代と共に、男の子の誕生と成長を祝うお祭りへとなってきた

ようです。だから鎧兜を飾ったり、こいのぼりをたてたりするんですね。    

 

 

 

 

 



 

吹上の沖合 3～5 ㎞、水深 12～20ｍで汲み出してきた海水

1 トンほどを 

①平釜で煮沸し、浮いてくる灰汁（あく）を取り除きなが

ら濃縮します。 

②3 倍ほど濃縮したところでろ過します。この時に石灰分

のような不溶物がでてくるので、これを取り除くことで塩

に雑味がなくまろやかになるそうです。 

③何回かのろ過を経て、仕上げの濃縮に入りますが、塩の

結晶が成長しないように早めに丁寧に塩をとりあげてい

きます。 

④とりあげた塩はにがりを除去したのち、遠心分離して水

分をとばし自然乾燥させます。 

⑤最後にピンセットを使ってごみを取り除いていきます。 

今回はお吸物に使っているお塩を紹介します。この塩を使っているからか、「お吸物が

美味しかった！」というお声を度々頂戴します。誠にありがたいです。 

 

 

そのお塩は「吹上天然塩の会」さんが作っている【渚のあま塩】という商品です。吹上

の沖合、東シナ海の海水からつくられた全くの自然海塩です。すべて手作業でつくられて

います。 

作り方を要約しますと 

最高の塩を作りたいという職人のプライドが感じられます。ミネラルを多く含んでいる

ため、単に塩辛いのではなく、まろやかで少し甘み(旨味？) がある塩です。で「あま塩」

という商品名だそうです。おにぎりにして食べてみると他との違いが良くわかります。美

味しいですよ！ 

以前こちらのお塩を購入しに現地まで伺ったときに、自分の名刺を差し出したら、なん

と！こちらの代表の方が若い頃に、弊社で働いていたことがあったとのこと。 

いろいろなご縁があって、今の鶴鳴館 鶴家に繋がっているんだとしみじみ感じました。  

感謝！ 

 

【渚の甘塩】 



世の中の気になることを 

ピックアップ 

昨今、新型コロナウイルス感染症の拡大により

日々の状況が変化する中、弊社では 3 月 17 日に年

に 1 回の方針発表会という会議を行いました。 

1 年間取り組んだ事の成果発表をする場を設け、

各部署の意識向上の場としております。 

また今期も、少しでもお客様のお役に立てるよう

に、各部署で目標を立てて取り組む所存です。 

引続きご愛顧下さいますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

方針方針方針方針発表会発表会発表会発表会をををを開催開催開催開催ししししままままししししたたたた   

普段何気なく使っている言葉には、歌舞伎の世界で使われていたものがいくつもあり

ます。いくつかピックアップしてみました。 

「大詰（おおづめ）」 
歌舞伎の脚本のまさに最後のクライマックスの場面を指します。 

「ドンデン返し」 
歌舞伎では大道具が大きく替わるとき、「どんでん」と太鼓がたたかれ

ます。このことから転じて、物事が急に逆転する意味に使われます。 

「十八番（じゅうはちばん）」 

レパートリーの中でも得意な芸という意味で使われます。七代目市川団十郎が、市川家代々の

芸である十八種類を選定した『歌舞伎十八番』を発表したことからできた言葉です。「おはこ」と

読ませるようになったのは、箱の中身を真作と認定する鑑定家の署名を「箱書き」と言い、そこ

から「おはこ」になったといわれています。 

 

「差し金（さしがね）」 

歌舞伎では主に小動物を動かす際に用いる棒を指します。これが転じて、裏で糸を引く「入れ知

恵をする」といった意味の言葉としても使われます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お褒めの言葉有難うございま

す。また家族思いの息子さんに

も感謝です。機会がございました

ら次は一番人気の「たれつゆ」も

召し上がってみてください。こちら

も美味しいですよ。またのご注文

お待ちしております。 

 

編集担当：小山雄三・持留智子 

息子が父親の誕生日に黒豚しゃぶしゃぶを

贈ってくれて、娘と私と夫の 3人で頂きまし

た。少し多いかなと思いましたが、美味しくて

ペロッと食べてしまいました。 

たれも「ごまだれポン酢」がごまだれだけで

なくポン酢が入って少しあっさりとしていて、

娘が絶賛していました。 

埼玉にいる三男は毎年全国の美味しい品を

送ってくれて、お宅様のしゃぶしゃぶに出会え

た事に感謝です。機会がありましたら、ぜひま

た食べてみたいと思います。                    

（倉敷市 O様） 

    

安全ヘルメット 

カフカは1908年から1922年まで、プラハ市内の

「労働者傷害保険協会」に勤めていました。非常に

熱心に仕事に取り組んでいたカフカは事故による

保険金支払いを抑制するために、現在、工事現場

などで使われている安全ヘルメットを発明したそう

です。 

「変身」などの作品で知られる 20世紀を代表す

るチェコの作家・カフカのことは、作品を読んだこ

とはなくても、名前ぐらいは知っている方が多い

かと思います。 

実は安全ヘルメットを発明したのが、カフカと言

われています。 

その功績に対してアメリカ安全

協会から 1912 年にゴールドメダル

を授与されました。 
 

創業明治 30年 仕出し・宅配の鶴鳴館 

〒891-1304  

鹿児島市本名町 855-2 

 099-294-2500 

Mail : yuzo@kakumei.com 
 

URL : http://cataering-kakumei.com/ 

受付時間 ： 9:00～17：00 

配達時間 ： 10:00～18：00 

 


